
 
測定精度はバッファーで決まります 
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pH1.09 から pH12まで 酸からアルカリまで pH電極の精度を確実にします 

 

正しい pH 測定を行うには正確なバッファー液が欠かせません。また pH 電極の応答が鈍る、

ゼロ点がずれるなど、pH電極の劣化を正しく知るためにも正確なバッファーが必要です。 

この常に正確に、常に適切な品質に pH電極を保つため、ハミルトン社は自らバッファー液を

製造し、多くは NIST 標準にトレースが取られています。 

   

バッファー液は長期安定性を保つよう設計され、またボトルも独自の設計によりボトル一体型

計量カップ付きとすることで使用量を校正作業の中で自然に管理できるようにし、残量を正確

に知ることができます。 

 

一回 20mL から 25mL の計量で 25 回から

20 回の校正が行えます。これにより複数の

電極に対し正確な同一のバッファーでの校正

が行えます。また 5 年という保存性により、

常に同じ精度のバッファーを用いることもで

きます。 

 

ハミルトン デュラキャル NIST バッファー液の pH値と温度の関係 

（pH7 中性を中心にした標準バッファーパック） 
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デュラキャル pHバッファー ラインナップ 

 

3 点 バランスパック 

pH7 を中心に、酸、アルカリ両方でバランスがとれた推奨パックです。対称なため pH電極の

酸、アルカリ側での精度をバランス良く検証校正することができます。1 パックで 20 回の校

正が行え、スペースを取らず管理が容易です。 

 

 

デュラキャル 単品シリーズ 

  

3 点パックの pH校正点を超えて測定される場合、単品で組み合わせて適切な校正を行えるよ

うにします。500mL のものはキャルパックを採用しています。 

 選択方法    

中性（0mVの点）は必ず選択し、アルカリ側の場合、測定点より 1pH 高い値を校正点としま

す。測定点より高いバッファーが用意されていない場合は最も近いバッファーを選択します。 

酸側も同様に常時測定する点より 1pH 低い点を校正点とします。 測定点より低いバッファー

が用意されていない場合は最も近いバッファーを選択します。 
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1.3μS/cmから 100mS/cmまで NIST トレースの校正標準液を提供します 

 

USP645 に対応する 1.3μS/cm の NIST にトレースが取られた標準液を提供しています。

USP645 に準じた校正が必要な導電率計に対し、従来の基準計器による一点校正以外に、本

標準液により基準計器を用いず、NIST トレースの取れた標準液による校正作業（セル定数調

整）を容易かつ確実に行えます。また pHと同じように複数の標準液を用いることで、求めた

セル定数による導電率レンジの直線性試験・校正も行えます。 

 

導電率標準液 価格一覧 
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ORP標準液 粉末から液体へ、安定した 2つの電位で校正を行う 

 

従来 ORP で決まった電位での校正が行いにくい、電極に付着物がつくなど不便な点を解消し

ています。 

酸化還元電位測定に用いる標準液はキンヒドロンのような粉末を用いないことで、電極への付

着のない透明な液体となっています。 

ORP は、校正基準は定義されていませんが、ORP 標準液として pHあるいは導電率と同じよ

うに同じ作業手順で行えるようパッケージが設計されています。2種類の電位による直線性の

検査に活用できるよう 2点用意しています。また常に同じ校正品質を保てるよう 2年の寿命

を実現しています。 

 

ORP 標準液 価格一覧 

 
 

 

 


